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Ⅰ 実施要項 

中堅養護教諭資質向上研修実施要項 

 

１ 目的 

養護全般に関する専門研修を実施することにより、中堅養護教諭としての専門的知識・技能及び実

践的指導力の向上を図る。 

 

２ 実施者 

和歌山県教育委員会 

 

３ 対象者 

原則として、新規採用後１０年の職務経験を有する養護教諭（他の任命権者が実施する中堅教諭等

資質向上研修又は１０年経験者研修に当たる研修を受けた者で、任命権者が当該者の能力、適性等を

勘案して中堅養護教諭資質向上研修を実施する必要がないと認めた者は除く。） 

 

４ 研修計画の作成 

(1) 県教育委員会は、年間研修計画を作成するものとする。 

(2) 年間研修計画は、次の事項について定めるものとする。 

ア 校内研修、校外研修の内容及び実施時期に関する事項 

イ その他必要な事項 

 

５ 実施期間 

原則として当該年度の４月から３月までの１か年に実施するものとする。 

 

６ 日数及びその内訳 

(1) 校外研修 ４日間 

・校外において、教育センター学びの丘が実施する研修 

(2) 校内研修 ５日間 

・管理職等の指導及び助言による研修 

※１日の研修は２時間程度 

 

７ 研修実施計画の作成 

(1) 校長は県教育委員会等が作成する研修計画に基づき、当該校の実情に配慮し、研修実施計画とし

て「校内研修実施計画書」を作成するものとする。 

(2) 校内研修実施計画においては校外研修との関連に配慮して、研修の項目及び時期その他必要な事

項を定めるものとする。 

 

８ 校内体制の整備 

(1) 校長、副校長、教頭、保健主事等は、「校内研修実施計画書」に従い、研修項目に応じて中堅養

護教諭の指導等を行い、中堅養護教諭がその職務を遂行するために必要な事項を習得できるよう配

慮すること。 

(2) 校長は、校内体制を整備し、中堅養護教諭が研修を受ける際には、業務に支障が生じないよう配

慮すること。 
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９ 中堅養護教諭資質向上研修に係る書類の提出 

(1) 中堅養護教諭資質向上研修に係る提出書類は、次の①及び②のとおりである。 

①「校内研修実施計画書」（中堅養教様式１－１） 

②「校内研修実施報告書」（中堅養教様式１－２） 

(2) 市町村（学校組合を含む。）立学校長は上記①及び②を作成し、指定された期日までに市町村（学

校組合を含む。）教育委員会教育長宛て提出すること。 

(3) 市町村（学校組合を含む。）教育委員会教育長は、提出された上記①及び②を指定された期日ま

でに、和歌山県教育センター学びの丘所長宛て提出すること。 

(4) 県立学校長は上記①及び②を作成し、指定された期日までに（県）教育センター学びの丘所長宛

て提出すること。 

 

附則  この要項は、平成 17年４月１日から施行する。 

この要項は、平成 20年４月１日から施行する。 

この要項は、平成 21年４月１日から施行する。 

この要項は、平成 23年４月１日から施行する。 

この要項は、平成 25年４月１日から施行する。 

この要項は、平成 30年４月１日から施行する。 

この要項は、令和２年４月１日から施行する。 

この要項は、令和４年４月１日から施行する。 
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Ⅱ 研修の内容 

 

別表１ 中堅養護教諭資質向上研修 校外研修一覧 

 

・中堅養護教諭資質向上研修①は、中堅教諭等資質向上研修共通研修１及び中堅栄養教職員資質向上研 

修①と合同実施となります。 

※１ 事前に動画を視聴し、「教職ライフコースシート」を完成させて、中堅養護教諭資質向上研修① 

当日（5／17）に持参すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修名 実施日時 会場 内容 

中堅養護教諭 

資質向上研修

① 

5/17(金) 

10:30～16:00 

教育センター 

学びの丘 

中堅教諭等資質向上研修の開講に当たって 

人権教育の推進について 

服務規律の遵守と綱紀の厳正保持について 

これまでの教職生活を振り返る（※１） 

自己の教職キャリアデザインについて考える（※１） 

オリエンテーション 

中堅養護教諭 

資質向上研修

② 

7/30(火) 

10:30～16:00 

教育センター 

学びの丘 

保健教育について 

保健室経営について 

中堅養護教諭 

資質向上研修

③ 

11/5(火) 

10:30～16:00 

教育センター 

学びの丘 

こどもの人権について 

前向きな子育てについて 

中堅養護教諭 

資質向上研修

④ 

1/27(月) 

10:30～16:00  

教育センター 

学びの丘 

研究授業（ビデオ） 

研究協議 

実践発表「教育実践の成果について」 

研究協議「１年間の研修のまとめ」 
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別表２ 中堅養護教諭資質向上研修 校内研修の内容例 

（◎は校外研修で扱う予定の内容である。） 

領域 研修項目 研修内容 

基
礎
的
素
養 

教育課題の解決に向けた

取組 

学校保健安全に関する指導 ◎ 

学校保健計画の作成方法とその活用  

食育（食をめぐる現状と課題等）  

人権教育 ◎ 

情報機器の活用 養護教諭の職務とコンピュータの活用  

特別支援教育 発達障害の理解と支援  

生徒指導・教育相談 
児童生徒理解について  

人間関係づくりの基本と実践  

キャリアデザイン これまでの教職生活の振り返りと自己理解 ◎ 

研究活動 データの分析方法、研究のまとめ方  

保
健
管
理 

健康課題の把握と心身の

健康管理 

現代的な健康課題への対応 ◎ 

集団及び個別の健康課題の把握と対応 ◎ 

健康診断・保健調査・健康観察の結果分析と健康教育への活用  

救急体制の充実 
学校における事故・災害発生時の対応（救急体制、設備、心のケア等）  

救急処置の医学的知識と技術  

学校環境衛生 学校薬剤師と連携した日常的な環境衛生検査と衛生管理  

保
健
教
育 

保健教育 

教科（体育科、保健体育科）における保健教育の進め方と評価 ◎ 

関連教科、総合的な学習（探究）の時間と保健教育との関連 ◎ 

特別活動（学校行事等）と保健教育との関連 ◎ 

学習指導案の作成及び評価の方法 ◎ 

学習効果を高める指導及び学習教材の開発と工夫 ◎ 

学級担任、教科担任等との連携 

（ティーム・ティーチング、情報提供、保健学習の評価計画への参画等） 
◎ 

啓発活動 効果的な啓発教材の作成（保健だより等） ◎ 

児童生徒委員会活動 児童生徒保健委員会活動の活性化  

健
康
相
談
・
保
健
指
導 

心身の健康課題への対応 

心身の健康課題の早期発見・早期対応 ◎ 

いじめ、不登校問題等への対応と養護教諭の役割 ◎ 

学校医、学校歯科医等の専門家、専門機関との連携 ◎ 

健康相談と連携 

校内支援体制における推進的な役割としての養護教諭 ◎ 

保護者への支援と関係機関との連携 ◎ 

学校におけるカウンセリングの活用（知識・技法の習得）  

事例検討の実際 
事例検討会の進め方  

健康相談活動の記録の活用  

保
健
室
経
営 

学校経営と保健室経営 
保健室設備、備品の管理と充実、保健室環境の整備と工夫  

日常活動の記録や統計データの活用、諸表簿の作成と管理  

保健室経営計画の作成 
保健室経営計画の作成と実施、評価と改善 ◎ 

児童生徒・教職員・保護者・関係機関等との連携 ◎ 

保
健
組
織

活
動 

保健組織活動 家庭や地域住民、地域の関係機関等と連携した保健組織活動の企画・運営  

学校保健委員会 地域社会と連携した効果的な学校保健委員会の企画・運営  



 

 

●自らの実践を曲線を使って表しましょう。 Ｎｏ． 学校名

　　①　【必須】 授業について（黒色・実線で）

　　②　【選択】 生徒指導、学級経営、部活動指導等から（赤色・点線で） 氏名

→　選択した項目（ ）

年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

出
来
事

＋
ア
ク
セ
ル
要
因

－
ブ
レ
ー

キ
要
因

＋先輩に支え
られる。

－社会人１年
目の戸惑い。

＋文化祭のク
ラス発表に力
を入れる
→クラスのま
とまり

－生徒指導に
悩む。

－進路指導
の難しさ。

－初めての卒
業生を送り出
し、虚脱感。

＋研究授業
で、授業改善
の必要性に気
付く。

＋前回の３年
担任の反省を
生かした進路
指導

＋教材発掘
の楽しさに気
付く。

＋生徒会執
行部の生徒と
生徒会をもり
立てる

－初の担任
外

－教科指導
がおろそかに
なる

＋学校運営に
自分の意見
が反映できる
ことの楽しさ

＋９年ぶりの
１年担任で新
鮮さ

令和○年度中堅教諭等資質向上研修  これまでの教職経験の振り返りをするためのシート（教職ライフコースシート）

＋

－

１年副担任 １年担任 ２年担任 ３年担任 ２年担任 ３年担任 ３年副担任 １年副担任 １年担任
○○高 △△高

特活部長

異
動

陸上部 軟式テニス部 軟式テニス部剣道部

生徒指導

生指 生指 生指 進路 教務 教務 特活生指

１年付 ２年付

総務

Ⅲ 自らの実践を「線グラフ」で表示

①授業について（黒色・実線）

②生徒指導・学級経営・部活動指導等（赤色・点線）

Ⅱ 仕事上のプラス・マイナスの出来事

・記憶にある部分

・しんどかったこと、乗り越えたこと等

Ⅰ 出来事（教職のみ）を時系列で記入

・業務（担任・分掌・クラブなど）

・産育休等は除いて記入

記入の必要はありません

Ⅲ
 
提
出
書
類
等
記
入
例

 

- 
5 - 

（
教
職
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
シ
ー
ト
）
※
 

（
教
職
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
シ
ー
ト
）
※
動
画
を
視
聴
後
、
作
成
し
、
中
堅
養
護
教
諭
資
質
向
上
研
修
①
に
持
参
 

養護教諭については 
 
① 保健教育について（黒色・実線） 
② 保健管理、健康相談・保健指導、保健室経営、保健組織活動等（赤色・点線） 

ｐ
.５

、
ｐ
.６

の
い
ず
れ
か
の
様
式
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
 

年度枠ありの様式 



 

 

 

●自らの実践を曲線を使って表しましょう。 Ｎｏ． 学校名

　　①　【必須】 授業について（黒色・実線で）

　　②　【選択】 生徒指導、学級経営、部活動指導等から（赤色・点線で） 氏名

→　選択した項目（ ）

年

出
来
事

＋
ア
ク
セ
ル
要
因

－
ブ
レ
ー

キ
要
因

＋先輩に支え
られる。

－社会人１年
目の戸惑い。

＋文化祭のク
ラス発表に力
を入れる
→クラスのま
とまり

－生徒指導に
悩む。

－進路指導
の難しさ。

－初めての卒
業生を送り出
し、虚脱感。

＋研究授業
で、授業改善
の必要性に気
付く。

＋前回の３年
担任の反省を
生かした進路
指導

＋教材発掘
の楽しさに気
付く。

＋生徒会執
行部の生徒と
生徒会をもり
立てる

－初の担任
外

－教科指導
がおろそかに
なる

＋学校運営に
自分の意見
が反映できる
ことの楽しさ

＋９年ぶりの
１年担任で新
鮮さ

令和○年度中堅教諭等資質向上研修  これまでの教職経験の振り返りをするためのシート（教職ライフコースシート）

＋

－

１年副担任 １年担任 ２年担任 ３年担任 ２年担任 ３年担任 ３年副担任 １年副担任 １年担任
○○高 △△高

特活部長

異
動

陸上部 軟式テニス部 軟式テニス部剣道部

生指 生指 生指 進路 教務 教務 特活生指

１年付 ２年付

総務

生徒指導

記入の必要はありません

Ⅲ 自らの実践を「線グラフ」で表示

①授業について（黒色・実線）

②生徒指導・学級経営・部活動指導等（赤色・点線）

Ⅱ 仕事上のプラス・マイナスの出来事

・記憶にある部分

・しんどかったこと、乗り越えたこと等

Ⅰ 出来事（教職のみ）を時系列で記入

・業務（担任・分掌・クラブなど）

・産育休等は除いて記入

- 
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年度枠を自由に設定する様式 

養護教諭については 
 
③ 保健教育について（黒色・実線） 
④ 保健管理、健康相談・保健指導、保健室経営、保健組織活動等（赤色・点線） 
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（中堅養教様式１－１） 

令和６年度中堅養護教諭資質向上研修 校内研修実施計画書 

 

田辺市立学びの丘小学校 校長名    新 庄  太 郎 

研修教員名  南 紀  花 子 

 

１ 校内研修目標（研修教員記入欄） 

 

テーマ「○○○○○○○○○○」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 校内研修実施計画立案に当たっての所見（学校長記入欄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研修として取り組む「所属校における養護実践」に関する研修

テーマ及び設定理由について、自校の保健室経営計画を踏まえ

て作成してください。 

※詳細は、ｐ.１１「研修テーマの設定、校内研修実施計画書（中堅養教

様式１－１）及び校内研修実施報告書（中堅養教様式１－２）の作成

に当たって」を参照してください。 
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３ 校内研修実施計画 

回 月 日 曜 研修内容 
研修の形式 

及び指導助言者 

１    

 〔研修の形式〕 

 

 

 

〔指導助言者〕 

 

 

 

２    

 〔研修の形式〕 

 

 

 

〔指導助言者〕 

 

 

 

３    

 〔研修の形式〕 

 

 

 

〔指導助言者〕 

 

 

 

４    

 〔研修の形式〕 

 

 

 

〔指導助言者〕 

 

 

 

５    

 〔研修の形式〕 

 

 

 

〔指導助言者〕 

 

 

 

 

指導月日の順に 
記入してください。 

１「校内研修目標（研修教員記入欄）」の記載内容を 
踏まえ、別表２「校内研修の内容例」の「研修内容」 
（ｐ.４）を参考に、計画した研修内容を記入して 
ください。 

例：講義 実習 協議  
授業参観 授業研究 

例：校長、教頭、保健主事、 
教務主任、学部主事、 
スクール・カウンセラー 
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（中堅養教様式１－２） 

令和６年度中堅養護教諭資質向上研修 校内研修実施報告書 

 

田辺市立学びの丘小学校 校長名    新 庄  太 郎 

研修教員名  南 紀  花 子 

 

１ 校内研修の成果と課題（研修教員記入欄） 

 

テーマ「○○○○○○○○○○」 

 

○ 実践の内容 

（１）保健管理 

 

（２）保健教育 

 

（３）健康相談・保健指導 

 

（４）保健室経営 

 

（５）保健組織活動 

 

 

○ 成果と課題 

 

 

○ 終わりに 

次年度に向けて 等 

 

 

 

２ 校内研修の成果と課題についての所見（学校長記入欄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本様式例に基づき、校内研修として取り組んだ 

「所属校における養護実践」の成果と課題に

ついて作成してください。 

必要に応じて資料を添付すること。 

 

※詳細は、ｐ.１１「研修テーマの設定、校内研修

実施計画書（中堅養教様式１－１）及び校内研修

実施報告書（中堅養教様式１－２）の作成に当た

って」を参照してください。 
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３ 校内研修実施報告 

回 月 日 曜 研修内容・指導助言の内容・感想等 
研修の形式 

及び指導助言者 

１ ６ ５ 水 

〔研修内容〕 

保健室における統計データの活用 

 ―令和○年度保健室利用状況調査から見る本校児童の実態について― 

 資料：月別来室状況調査  学年別来室状況調査 

    理由別来室状況調査 

〔指導助言の内容〕 

・学級担任が抱く児童像と、データから見える児童像との間に

は、ずれが生じることがある。 

・様々な視点から児童理解を行うことが大切である。 

〔感想〕 

データは、それを丁寧に分析し、学校全体の教育活動に還元

してこそ有益であるということを改めて実感した。個々の教職

員の有する児童像と客観的な事実の両方を大切に、こどもを多

角的にみることができるよう、努めたい。 

〔研修の形式〕 

協議 

 

〔指導助言者〕 

教頭 

保健主事 

２ ８ 30 金 

〔研修内容〕 

 校内研修の中間報告（現職教育にて） 

 全教職員による協議 

〔指導助言の内容〕 

・保健教育について 

・保健だより・掲示物について 

・教職員・保護者との連携について 

〔感想〕 

 より効果的な保健教育を目指し、学級担任や栄養教諭など、

様々な立場の先生方からアドバイスをいただいた。指導改善の

鍵は、指導前後における教職員や保護者との密な連携にある。

保健だよりや掲示物についても、保健室の取組をより反映させ

たものになるよう、今後も改善を重ねたい。 

〔研修の形式〕 

報告 

協議 

〔指導助言者〕 

校長 

教頭 

保健主事 

全教職員 

 

 記入例のように、実施した研修内容、指導助言者による

指導助言の内容・感想等を記入してください。 

（必要に応じて、記入欄を大きくしてください。） 
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研修テーマの設定、校内研修実施計画書（中堅養教様式１－１）及び 

校内研修実施報告書（中堅養教様式１－２）の作成に当たって 

 

１ 所属校の実情や、研修教員の課題意識等を踏まえ、校内での研修として取り組むテーマを設定し、

研修を行います。 

２ テーマは、養護実践に関するものとします。（下記【テーマ例】参照） 

３ 設定したテーマ及び設定理由を「中堅養護教諭資質向上研修 校内研修実施計画書」（様式１－１） 

の「１ 校内研修目標」に、また、そのテーマで取り組んだことによる成果と課題を「中堅養護教諭 

資質向上研修 校内研修実施報告書」（様式１－２）の「１ 校内研修の成果と課題」にそれぞれ記入 

してください。 

※中堅養護教諭資質向上研修④において、実践発表を行います。その時の発表資料（詳細については

後日通知する。）を「様式１－２」の作成に活用してください。 

４ 上記について、枚数は指定しませんが、取組の全体像が分かるように作成してください。 

５ 児童生徒の氏名や顔写真等、個人情報に十分配慮してください。 

 

 

【テーマ例】 複数の領域を扱ったものもあります。 

・基本的生活習慣の見直しと確立 

・児童の実態から出発する保健指導の取組について 

・一生涯のことを考え、自分の健康を守っていく児童の育成を目指して 

・行動変容につながる健康教育の実践 ～「知っている」から「できる！」保健教育を目指して～ 

・心とからだの健康課題への取組について 

・心とからだが癒される保健室づくりの取組について 

・基本的生活習慣の定着を目指して ～歯科保健活動の取組から～ 
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Ⅳ 研修に関するスケジュール 

 

◎提出書類の締切り 

 

 ○市町村（学校組合を含む。）立学校 

文書名 
中堅養教 

様式 

提出期日 

市町村（学校組合を含む。） 

教育委員会教育長宛て 

和歌山県教育センター学びの丘

所長宛て 

校内研修実施計画書 １－１ 令和６年５月３１日（金） 令和６年６月 ７日（金） 

校内研修実施報告書 １－２ 令和７年２月２８日（金） 令和７年３月 ７日（金） 

 

○県立学校 

文書名 
中堅養教 

様式 

提 出 期 日 

（県）教育センター学びの丘所長宛て 

校内研修実施計画書 １－１ 令和６年６月 ７日（金） 

校内研修実施報告書 １－２ 令和７年３月 ７日（金） 

 

※様式は、ウェブページからダウンロードできます。 

※提出書類については、電子データ（wordファイル等）を添付し、市町村立学校は市町村教育委員会 

 を通じて、県立学校は直接、教育センター学びの丘研修課にメールにて送付してください。 

教育センター学びの丘研修課 Ｅmail kenkou@manabi.wakayama-c.ed.jp 
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◎中堅養護教諭資質向上研修の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研修年間指導計画書（中堅養教様式１－１）の作成 

校外研修（４日間）   校内研修（５日間） 

校内研修実施報告書（中堅養教様式１－２）の作成 

市町村立学校 

●校内研修実施計画書（中堅養教様式１－１） 

【学校→教育委員会】 

令和６年５月３１日（金）まで 

【教育委員会→学びの丘】 

令和６年６月 ７日（金）まで 

県立学校 

●校内研修実施計画書（中堅養教様式１－１） 

【学校→学びの丘】 

令和６年６月 ７日（金）まで 

市町村立学校 

●校内研修実施報告書（中堅養教様式１－２） 

【学校→教育委員会】 

令和７年２月２８日（金）まで 

【教育委員会→学びの丘】 

令和７年３月 ７日（金）まで 

県立学校 

●校内研修実施報告書（中堅養教様式１－２） 

【学校→学びの丘】 

令和７年３月 ７日（金）まで 
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Ⅴ 校外研修の受講に当たって 

 

 受講に当たっては、次の７点に留意してください。 

 

１ 校外研修の内容等については、「全国教員研修プラットフォーム」においてシラバスとして示

しています。必要に応じて準備物等の連絡事項も記載します。また、このシラバスは、「旅行命

令簿」に添付する文書にもなります。適時更新しますので、受講前には必ず確認してください。 

 

２ 開講時刻に注意し、余裕をもって会場に到着してください。 

 

３ 研修の遅刻については、必ず管理職を通じて、教育センター学びの丘研修課まで連絡してくだ 

さい。 

 ○連絡経路 

  【小・中学校】 

管理職が、市町村（学校組合を含む。）教育委員会に連絡する。その後、教育委員会担当者 

が、教育センター学びの丘研修課に連絡する。 

  【県立学校（県立中学校を含む。）】 

管理職が、教育センター学びの丘研修課に連絡する。 

 

４ 研修の欠席については、事前の相談が必要です。欠席の手続きは次のとおりです。 

【小・中学校】 

①管理職が、市町村（学校組合を含む。）教育委員会に連絡する。その後、教育委員会担当 

者が、教育センター学びの丘研修課に連絡の上、協議を行う。 

②欠席が確定した場合、教育委員会担当者は、管理職に欠席届の手続きに係る対応について 

連絡する。 

  【県立学校（県立中学校を含む。）】 

①管理職が、教育センター学びの丘研修課に連絡の上、協議を行う。 

②欠席が確定した場合、管理職が、欠席届の手続きを行う。 

 

５ 警報発表時の取扱いについては、学びの丘ウェブページ「警報発表時に伴う研修の取扱いにつ 

いて」で確認してください。 

 

６ 研修にふさわしい服装で受講してください。また、教育公務員として適切な言動に留意してく 

ださい。 

 

７ 研修での自身の学びを振り返り、今後の教育活動にどのように生かしていくのかを省察する

ことが重要です。その記録となる振り返りシートは、研修受講後１週間を目途に、「全国教員研

修プラットフォーム」において入力してください。 

 


